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て
戸
序
問
題
の
所
在
乱中小企業問題は、独占段階の資本主義、とくに現代資本主義に固有の問題であって、特殊日本的とみることはで
に
〈注１）
念きない。だが、巾小企業問題の具体的なあり方は、それぞれの国の特殊条件によって、規定されている。したがっ
概燕て、各国資本主義における中小企業問題の特殊性を明らかにするためには、それがいかなる意味において特殊であ
弄るかを国際的視野において検討しなければならない。
けところで、中小企業問題の国際比較研究にあたって、さしあたり直面する事態は、中小企業の具体的存在形態が
』⑭窕国によって異なることに照応して、中小企業の呼称のみならずその概念榊成も国によって異なっているということ
向である。したがって、比較研究のためには、手順として、さしあたり、各国中小企業概念の意味内容を中小企業そ
のものの具体的な存在形態との側連において客観的に確認しておく作業が必要であろう。けだし、概念規定の仕方
９７が国によって異なっており、その結果川語法も一義的でないとすれば、無媒介な国際比較はそもそも無意味であり、
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中部ヨーロッパ諸国においては、国民経済に占める中小企業の比重は大きく、しかも、シニレのいうように「そ
のような中小企業は、工業、商業、ホテル、飲食店、運輸業、そして特にドイツ語国では出口己司の鼻と呼ばれる
（注２）
大きな分野のなかに存在している」。現突に、手工業は中小企業の圧倒的部分を占めており、ドイツの因巴］二言臼穴
とほとんど同様な内容をもった筒蕊としてスカンディナビア潴国では、ゲ巴】弓②鳥（スウニーデン）、弓圏】牙口の『穴
（デンマーク）、彦巴己ぐの烏（ノルウニー）が用いられ、ラテン系謝国では四日の巴貝（フランス）、囚【二ｍ目〕日。（イ
（注３）
タリー）、四耳の園巴〕四斤。（ポルトガル）、胃｛の烈日且。（スペイン）が用いられている。もちろん、これらの用飛の趣味
（注４）
内容は必ずしも同一ではないが、「ヘルシンキからローマまで」（『巴】函の一⑫ご宍一斤・斤宛・ョの）多くのヨーロッパ人が
感覚的に理解しうる共通の内容がそれに含まれていることは確かである。
西ドイツの手エ業について、ヴニルネットはそれを他のエ業国における中小企業（【一のヨー目・昌冒の｝ずの日の一品）（沈５）
と対世し、ドイツに←やいてはそのような中小企業が歴史的な哩川から手工業という刻印を押されたと述べている。（注６）
が、ヴニルネット｛曰身も指摘しているように、このような現象はドイツのみならず広く中部ヨーロッパにみられる。
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れ
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。
そ
れ
故
、
こ
の
小
稿
で
と
り
あ
げ
る
問
題
は
単
な
る
川
諦
な
いしは表現にあるわけではなく、中小企業間腿の本質把握の仕方にあるといえよう。
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西ドイツの手工業（国目Ｑ暑の鳥）をとりあげ、その概念榊成上の問題性を追求せんとするものである。なお、ここで、
西ドイツの手工業をとりあげたのは、次の肌山による。すなわち、中部ヨーロッパ諸囚では中小企業の大部分はい
まなお手工業という名称によって呼ばれており、しかもそれらの手工業のなかで西ドイツの手工業が典型とみなさ
れ
ているからである。
8１ドイツにおける手工業概念について
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さ
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松
田
智
雄
教
授
は
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イ
ツ
の
バ
ー
デ
ン
・
ウ
ニ
ルテン．ヘルグ地帯の工業化過程を分析されつつ、次のようにいわれる。「パーデン・ウニルテンベルク地帯は、小
農制・手工業制を存続させ、農業と工業との鍵れ合いのうちに、工業化をとげたという歴史的に現われてきた経済
構造を示している。これは、実はたんにこの地方的な地帯のみが示す特殊な構造ではなく、むしろ、視野を拡げれ
ば
、
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ク
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本稿は、このような要請から出発しつつ、独占段階における中部ヨーロッパ中小企業問題解明のための基礎作業
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
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その意味で本稿はそのための予備的作業にすぎない。
（注４）シ日高昌一切弓目色、⑫目算のロ】ロの巨貝浸而（溺已の協℃の。［嵐】①貝。ｂ目巨目①吋己目』の胃目】①丙ぐ目可の庁、ョ訂ｎ頁】垣留・西目、．
、．シ同書はヨーロッパ諸国における手工業問題を展望したものであるが、こうした文献の存在自体が、各国に手工業問題
（注３）Ｎの］］の》画・回．。・の．③
（注１）わが国においては、長い間、商工業における中小企業問題は、農業における寄生地主制と同様に、特殊日本的なも
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
昭
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二
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と
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う
時
点
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て
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じ
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懸
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て
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・
末
松
玄
六
編
「
海
外
の中小企業」）。わが国における中小企業問題の国際比較研究は、この数年来ようやく活溌化しつつある。
〈注２）闇の一一⑪シ・・□閉思己尋の鳥冒馬屋厨ｇ一目』》］⑤＄・恩百・ｍ．⑪．
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8３ ドイツにおける手工災概念つにいて
ツ度な号９第１表国内総生産の産業別構成目の戯亘得の岸）に疑洲をなげかけた。そして、これに対する彼自身の回答は、川知のように、手工災の没蒋（ｚ－の‐
（注９）
。。愚臼】ぬ）にほかならなかった。だが、その後約半世紀を総た今日、西ドイツの手工業は、もはや古き時代の「叩
（注皿）
なる歴史的残存物」（①曰亘の８二⑪宮、貝”①の吾の⑰己ロュ）ではなく、今や一定の合理性をもった中小企業として、一ｍＭ
（注ｕ）
度の工業化過擢のなかで「確固たる地盤に」（口巨【【Ｃの（。□因。□のロ）立っている、といわれる。これが、現在の西ドイ
ツにおいて多くの研究者に共通な事実認識なのである。たしかに、彼等の主張するように、統計上の「手工業一は
（注皿）
西ドイツ資本主義の成長過程において国民経済の一部門として工業に劣らない成長を一水している。その意味で、
（注、）
「エ業化（自己口の日巴回臼目頭）は、手エ業の新しい開花をもたらした」と主張されるのである。
(1963年）
業雌 実数 嚇成比
５．１％
５２．７
（10.7）
１９．６
１３．０
９．７
100.0
農林漁堆
製造災，鉱瀧，処,没巣
（手工飛）
商災，述輸通偏災
サービス難,金MMI(険瀧
その他
|'(１尺総生Ｎｉ
19.3
199.0
(40.1）
７３．９
４９．１
36.7
378.0
}Ii1i：StatistischesJahrbuchfiirdie
BundesrepublikDeutschland'１９６７
(112）金緬はlli位10低ＤＭ
第２表産業BII事業所数および従業者数
旅 ,10,．ﾉﾄﾞﾐ 年次
７%エヌミ
エ莱
小光朶
卸光某
腱兆・.林業
1963
1663
1960
199U
l961
9［
企零細隅が多いことである。もっとも、「過
辨小過多」といえるかどうかば、より一層の
トン吟味をまたなければならな－い・
一フシ
とにかく、ヴェルネヅトのいうよう』」、
ノ
ザ
｜
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に
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な
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を
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（注８）
川ょとげた手工災を捉．不している」のである。
と
れ
災
業
かってビュッヒャーは、「存すべきか、存
１
元
ｒ
Ｊ
、
釘
４
す
べ
か
ら
ざ
る
か
」
と
い
う
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
独
白
ｊ
緬馳をかりて、ドイツ手工業の存在能力（Ｐのワ，
8４
第３表手エ業の業種別櫛成（1963）
０９４１１８．２９袷１１．４５８.346135.8％
8６４１６．８
ｎ
Ｍ
r1
LJ
.】●●〃●ＪⅡ刀Ｉ且●〃●Ⅱ］
ＤｌｌＯＯＯＩｌＯＯｏ２３５１１００･Ｃ
出所：第１表と同じ
(注）売上商はiii位百万ＤＭ
第４裏エ業および手エ業の規模131臓成（1963年）
44143.6％１１６４．６８４
4９１３３．０８６１３２．６
Ｉ
出所：工業については，StatistischesJahrbuchfiirdieBundesr巳publikDeut・
schland，1965．
手工業については，DeutscherHandwerkskammertag，Jahresbericht
l966
(注）手工業の最大規模区分は，500人以｣二。
業価
jlI： 堆所
実数 ＩＷ成
iﾉビ推者
笈数 構成比
売上間(1962年）
実数 構成比
建ｉ没
金属ｊｊＩＩ工
木エ
繊維・衣服・皮１１ＭⅡ工
食料品カロ工
保健．衛生
ガラス･紙･ﾄﾞfU磁器その他
台計 ４６７８８５１０９１７５５７６４０３９８５２３４？９９，９９９０５９０１８８２６２４７４０６２８１１１１６ 18.2％21.810.320.715.89.93.3100.0 ６８８２５８３０釧蛎卯町週躯泌週０９９９？？ｊ日記釧帥ｎＭ乃妬ね０出〈Ｕ９』、。｛、、。１ユバリリ９９１１４ 3525.46.97.612.49.32.6100.0 ｏ』のる一ひ・ＬＰＯ、凸‘９７１２３ ４０２７８６５５１８８２９７６８ｊｊ９９６５２３２２ ５３２９００１ 27.4％31.26.85.322.93.72.7100.0
工業
z1F業所 従業者
実数 構成比 笑数 榊成
手工業
１１業所 従業者
爽数 構成比 実数 構成比
1～９人
10～49
50～9９
100～199
200～499
500～999
1,000以上
合計 ４６０６１３８８型肥酊阻他鍋叫⑫』ｊｊ０９９？９４３０６４１１１４３１０１ 43.6％32.610.1６．５４．６１．５１．０100.0 ４４２３７６３９８８４９９４５９６４５３５７７１１１８９９６９９４６９１６５２７６９１２２５５３１７７９４０８９１１２７ 2.1％10.0９．１11.618.013.325.9100.0 ９２４３３１３２９５２１８Ｊ０８７９６２０６６ ４６５ ８０６４４９６８６ 88.6％10.11.90.30.10.0100.0 1.817,5161,316,618430,745291,130164,08152,0404,072,130 446％32.310.67.14.01.3100.0
8５ドイツにおけ為手工業概念について
だが、問題は、どのような手工業が、どのような意味において新しい展開を示しているかであろう。独占的大企
業を中心とする資本蓄積の過程において手エ業は絶えず編成替えを受けざるをえないし、また、そのような編成下
にあってのみ手エ業の再生産が可能になる。そうした編成替えは独占段階を通じて絶えず進展しているし、第二次
（注皿）
世界大戦後は特に著しい。だから、そのような時とともに姿を変えつつある存在を、どのように手エ業として概念
構成するかが問題であり、手放しに「手工業の新しい開花」をたたえることはできない。それでは、現在の西ドイ
ツにおいては、手工業はどのような問題意識からどのように概念榊成されているであろうか。次に、それを、さし
あたり客観的に整理してみよう。
（辺）目巨、宮［の亘（や同。》の［『ロ六百『二国ロ昌巨ロ、のロ旨四脚ロＳ己①【〆曰恥ニニ四口』』Ｐロ淀の二塁の『三月［い、旨い｛【⑪の［【巨戸匡巨【冒骨『国巨。。①の。
Ｎ①已巨ご一再丙己のこ（肋、ロー膵弓色『】②③い
（週）ヨの日の（三題目○三ｃ鼻印‐巨己『己目の日のいの⑪ＣＥＯＥの》印・召・
（ｕ）〕■の。【の【日四目》目・『□園ヨロ己君の鳥’ぬの、［の日巨己冒員ｐごｇ毫両の⑪のＰＱの【の①一己①》しＥ⑪一Ｃ⑭ｃ・ヨ月冨百日目１口｛哺曾のｐ‐
風の目二ｍ目日。ＱのＨｐのロ■凹口曰言『【．届９．両の⑫の巳○の【の①』ずの．□】⑪函騨ロ二軍『の『六醜乏】『［⑪○ヶ色洋屋団》団）⑭⑭の臣・
二、西ドイツにおける手エ業の概念規定
前世紀以降、ドイツ資本主義の急速な発展のなかで進展した手工業の分解過程（ぐの。『冒円目、の官○い畠）は社会
（ｕ）幻伍
の・函⑦⑬単
（８）ヨの『ロｇ西四目。『の【厨‐色目旨目⑭日の館⑦⑰、底、巨富〕の・圏。
（９）ロ峰、可⑥『】丙。ご□】の向具⑪［のぎ色口、口の［ごＣ房⑪。『胃（⑪ｏ旨凹［【ご】嵐・」Ｂいい目珪三．殖のＰの．こ』・
（、）シ⑦口頭のロのロ呉・宅凹ロ①のｎ戸宛。》口の司巨口云二○回のロー①【【］の旨・色目旦冒戸冨｝す虞『一の丘○旨ＱＣＨ尋具宣弓の【亘一○一〕の二二【骨炭ワニ旨［⑭、旨員庁》
」①旨や【○一回区ロ』○℃旨旦のＰの・碑・
（ｕ）幻の旨の【ｍ・因・雪国自らごＣ鳥農Ｃ⑪●豆、宮の．ご函｝両目君。ＲのＨ目ｎ百」①同国⑰【【一号雌乏】『厨、息｛（會昌シニニ四ｍの、）□・』》』垣留壹
8６
問題の一つとして意識され、その政策的処理の必要から手工業研究がおし進められた。こうした政策との関連で、
手工業に包括的な概念規定を与えようとする試みは、経済政策学者ないしは立法者によってしばしば試みられた。
概念規定は、理論的（庁冨・旦厨目）にのみならず、実際的（己国百ｍ９）に大きな問題だったのである。もちろん、
そのような概念榊成の仕方は、小生産者の淘汰によって特徴づけられた離楽貸本段階から小生産者の存続が一般的
となった独占段階に移行するにおよんで、大きな変化をみせている。ここでは、主として現段階における西ドイツ
の概念規定について検討していこう。
なお、手工業は、独占段階における中小企業一般にみられるように異質多元的な存在であり、しかも後発資本主
幾
国
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
そ
れ
な
り
に
特
殊
な
性
格
を
与
え
ら
れ
て
い
ゑ
し
た
が
っ
て
、
手
工
柴
に
対
す
る
概
念
規
定
も
、
そ
の
目
的や対象に応じてきわめて多様であるといえる。以下では、さまざまな角度からの概念視定を、さしあたり客観的
に
盤
理
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
る
。
（瀧嘔）
「手工業の定義は、以前から応用絲済学および営業法上の論争の多い間腿に属している」，といわれている。その
理由としては、「包括的な概念規定を与えようとするこれまでの試みは、すべて概念の多義性（冨呂ａの目瞥員）の
前に挫折したのである。この多義性は何よりもまず手工業の構造変化と前世紀の末以降の手工業政策の展開の帰結
（注肥）
な
の
で
あ
る
」
１
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
ト
ゥ
フ
ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
「
近
時
に
お
い
て
は
、
一
つ
の
定
義
を
与
え
る
か
わ
り
（注肥）
に、手エ業概念のさまざまなメルクマールを捉一水することが一般的となっている」とし、彼自身は手工業概念は次
の
五
つ
の
内
容
を
も
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①職駈（国円具）としての手エ業。つまり、ヴェルネットのいわゆる一一一つのメルクマールである偶人性、（勺の『②９
Ｈ
包
括
的
概
念
視
定
「手工業の定義は、
理由としては、「包括袖
8７ドイツにおける手工業概念について
⑤社会的な階卿（の。Ｎ区⑦、、嵐ｎ頁）としての手工業。すなわち、特殊な自己評価（身分恵識）、川越性（中産階
級問題）をもった経済社会のグループとしての手工業。この概念内容は、中産階級政策（昌冒の』⑬白目名。］】蔦）
に
と
っ
て
は
重
要
性
を
も
っ
て
い
る
。
このように、トゥフトフェルトは、手工業について包括的な概念櫛成を試みており、これがそれまでの西ドイツ
において最も整理された見解だとみることができる。トゥフトフェルトのこの見解は一九五九年に発表されたもの
であるが、これにやや先立って一九五六年に発表されたフォイクトの概念規定をふまえたものとみられる。
②産業経営様式（、の葛のＨ冨呂⑦、、の国の｜）の⑪『⑪冒日）としての手工業。この産業経営様式は、道具と機械が手労働
を補完するためにのみ用いられる生産技術とがう意味であり、こうした見解はビュッヒャーに由来する。ただ、
このような産業経営様式は、必ずしも手工業に特有ではない。
③法的・組織的単位の意味における自営産業経営（⑩⑦一ヶの威口Ｓｍ貝のｏゴの号⑦す◎国①す）の形態としての手工雄。一
九一一九年以来、手工業を経営するためには、手工業名簿（出四目尋ｃ烏⑪‐宛○一一。）への登鍬が必要になっている。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
概
念
内
容
は
法
的
お
よ
び
統
計
的
基
礎
を
な
す
。
④経済部門（ヨ胃のＳ鳥晋の『の】８）としての手工業。全手工業絲徴、向悩・排日樹手工業者（四目９コの鳥貝）お
よび手工業に就業している非手工蝿者の総体としての手工災。さらに、広幾にはすべての手工蝋団体（会議所、
同業組合、助成機関、協同細合）も、一手工業経済一に含めてけえられる。この概念内容は、手工業政策と紬
同業組合、助〈
びついている。
ごロー濤騨［）、
の手工業。
個性（百日くぼ目一戸畔）、地域性（Ｆ○百］颪（）によって特徴づけられる経済活動の独自な形態として
8８
すなわち、フォイクトは、手工業の要件として「生産またはサービス提供（目目のこの】の庁巨砲）が？個性的な、特
（注Ⅳ）
に熟練した手作業（国臼〕□け耳凋］風Ｃと周到な原材四料駆使に基づいてなされる」ことを指摘しつつ、手エ業の概念
は
、
次
の
よ
う
な
四
つ
の
、
部
分
的
に
重
な
り
合
い
、
部
分
的
に
組
み
合
わ
さ
っ
た
多
様
な
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
①手作業と原材料駆使の基礎の上に組織された自営産業経営としての手工業。
②右の経営に従事する自営業主、職人および徒弟を含む階層＄国目）としての手エ業。
③経営様式（国の日のす、望の庁の日）としての手工業。この経営様式においては、機械の使用とは対照的に、手作業と
個性的な原材料駆使が生産過程とサービス提供を規定する。手工業的生産方法は、エ業経営（旨目⑪日①蔚曰：）
の一部として、あるいはその他の産業的・非産業的組織の一部としても採用されうる。
④一定の職種グループの表現としての手工業。この職種（円日喘）には、手作業による周到な原材料駆使と個性
的な労働給付の面で訓練された熟練労働力が従事している。
このフォィクトの概念規定が示すように、トゥフトフェルトのそれは明らかにこれを発展させたものといえよう。
だが、この二つの包括的な概念規定の原型は、すでに両大戦間の時期にみられる。一九二六年に帝国法に基づいて、
第一次世界大戦がドイツ経済に及ぼした影響の調査が臨時委員会によって行なわれたが、その一環として手エ業の
実態調査が実施された。調査結果は一九三○年に刊行されたが、その第一巻には手工業の概念規定が試みられてい
る。調査実施の必要上、手エ業とエ業（門口目印ｇの）および商業（四日己の一）の範囲を限定せざるをえなくなり、調
査委員会が概念規定を試みたものである。それまで、社会科学のうえでは実際に役立つ概念規定は全く行なわれて
いなかったし、法的にもケース・バイ・ケースに手エ業が判断されているにすぎなかったため、同委員会が概念規
定
を
行
な
わ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ドイツにおける手工業概念について8９
（注珀）
さて、何委員会は、「手工業」という一一一一風采の一般的な用語法として、次の一一一つを指摘している。すなわち、
①手工業の職駈（国の目●。特定の経済活動であって通常は材料の加エを行ない、しかもその活釛は長年の規則正
しい訓練によってのみ達成されるのであって、多面的であり価値が向い。
②手エ業の経営形態（国の嵐のご呉○日】）。①に掲げた経済活動を産業的に（ぬ２『の【冨呂）自営する経営形態。
③手工業の職業階膳（因円貝のの白目）。経営形態にかかわりなく、①に掲げた経済活動を街む職業階層。
右の概念規定のうち、段も雅本的なのは①であり、これこそがまさに「手工業的」（日目夛「の鳥⑪日ｇ〕ぬ）である
が、いささか抽象的にすぎよう。ただ、③に階用としての手工染をはじめて指摘した点、注目に値いする。
この調査委員会による概念規定は詳細な事実認識からえられたものであるが、それ以後に行なわれた包括的な概
念
規
定
の
試
み
は
、
い
ず
れ
も
こ
れ
を
継
承
発
展
さ
せ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
で
も
、
た
と
え
ば
ア
ド
ル
フ
・
ヴニーバーは一九一一一一一年に「技術（目の、冒涛）としての手工業、経営（因の日のワ）としての手工業および階層（の菌且）
〈注四）
としての手エ業を区別する場合にのみ、概念は明確になるであろう」と指摘し、それぞれについて詳細な検討を行
なっている。また、ルッセルも一九一一一一一一年に「手工業を、歴史的（亘、Ｓ【一⑩、｝】）、経営的（すの日の目Ｓ）、職業身分的
（ワの【目、、威口＆の：）のいずれによって規定される生産形態かと見る視点によって、手工業概念は全く異なった内容
（注印）
をもちうる」と指摘している。
と
に
か
く
、
以
上
の
よ
う
に
一
九
二
六
年
の
調
査
委
員
会
に
よ
り
は
じ
め
て
試
み
ら
れ
た
包
括
的
な
概
念
規
定
は
、
そ
の
後
に
お
け
る
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
発
展
に
照
応
し
て
継
承
・
発
展
さ
せ
ら
れ
て
、
一
九
五
○
年
代
に
フ
ォ
イ
ク
ト
、
ト
ゥ
フ
ト
フ
一
一
ル
ト
に
よ
っ
て一応定式化されるのであるが、一九六○年代にはいってドィーッ手エ業研究所によって集大成されることになる。
同研究所の下部機側であるミュンヘン手工業経済研究所は、一九六四年に「手工業経済学」を刊行し、同研究所の
9０
元
所
侭
故
レ
ス
レ
教
授
の
四
○
年
に
わ
た
る
手
工
業
研
究
の
成
果
を
総
括
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
伺
秘
に
お
い
て
と
り
あ
げ
ら
れ
た
手工業の概念規定Ⅲ題は現在の西ドイツ手工業研究の水難を示すものとして注目に値いする。
すなわち、同諜は「手工業の概念規定の困難さは、対象である手工業そのものと他の経済部門に属する経常とを
区
別
す
る
こ
と
が
容
易
に
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
手
工
業
経
徴
に
つ
い
て
『
さ
ま
ざ
ま
な
考
察
方
法
』
を
と
る
可
能
〈注皿）
性があることに雄づいている」と指摘している。この「さまざ一｝〈な考察方法」とは、歴史的、技術的、文化的、社
会
峨
的
お
よ
び
法
律
的
な
五
つ
の
方
法
で
あ
る
。
ま
ず
、
歴
史
的
准
範
職
と
し
て
の
手
エ
業
と
は
、
「
今
日
の
生
産
経
済
の
一
つ
の
前
段階」（の曰。ごｏ厨百斤ロ日ゴ①昌胸の口勺ＨＣ冒冨○口のョ】風の８日（）としての手工業であって、技術の発展のなかで生
れ
た
新
た
な
小
生
産
者
は
手
工
業
で
は
な
い
と
す
る
。
次
に
、
技
術
的
視
点
か
ら
す
る
手
工
業
と
し
て
は
、
す
で
に
二
つ
の
概
念
規
定
がある。一つは手労働による生産方法を意味し、他は手作業の補助手段としてのみ機械を使用する生産方法を意味
している。さらに、文化的観点からは、手工業は工芸品の生産者であるとされる。また、社会学的観点からする手
工業とは、経済的単位（の旨の鼻Ｃｐｏ目の、一〕の国目の岸）ではなく、職業を表示するものを意味する。この概念規定に
したがうと、手工業とは手工業に従羽するすべての者をさす。蛾後に、法的な概念規定によると、手工業は法令、
判
例
、
学
説
が
規
定
し
た
手
工
業
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
これらすべての観点をとり入れた手工業の概念規定として、同諜は一九四九年にスイスで附かれた国際中小企業
述盟で採用された次の規定をあげている。すなわち、「手工難とは、個別的な需要の充足を目的とする材料加エの
分野における自営活動（の。］す⑫厩目釘の両『葛⑱【す鷺騨一呉①ｇであって、手工業企業家の人格、包括的な職業訓練、人
的労働力および労働手段の通補の投入によってなされる労働を行なうものをいう」と。そして、同耕によれば、こ
の
定
繼
は
そ
の
中
に
次
の
五
つ
の
概
念
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
。
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とにかく、同普では、右の中小企業連盟による概念規定を必ずしも完全だとみているわけではないが、多数の手
工業研究者によって承認されている規定だとしている。トゥフトフェルトもまた、これが西ドイツにおいて最も一
般的な支持を受けている概念規定だと評価して曜鐸・
以
上
、
さ
し
あ
た
り
客
観
的
に
西
ド
イ
ツ
で
現
在
行
な
わ
れ
て
い
る
包
拙
的
な
概
念
規
定
を
紹
介
し
て
き
た
。
そ
こ
で
は
、
す
で
に
明らかなように、手工業概念は単に経済学的概念たるにとどまらない。ドイツの手工業には問有の社会学的な川越
が内在しているのであって、「典型的な手工業者は、純粋に経済的に忠孝し、行動し、またそのように把握される
（注劉）
ものではない」のである。まさに、「階耐としての、そして日常産業経営の特殊なタイプとしての手工業の懲縫と
（濃別）
歴史的価値は、経済学的な視角だけでは完全に把握することはできない」。中小企業問題は、アメリカでは「純粋
（注溺）
に
経
済
的
な
」
問
題
と
し
て
発
生
し
』
ト
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
で
は
中
産
階
級
問
題
と
ゆ
う
形
態
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
手
工
業
は
、
歴
史
的
、
経
済
的
、
社
会
的
に
き
わ
め
て
多
面
的
な
問
題
を
か
か
え
た
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
に
照
応
し
て手工業概念の内容も複雑多岐にわたらざるをえない。
活動としての手工業。
②手工業者。右の活動一
③
手
エ
業
親
方
＆
冒
回
三
④手工業経営。自港手一
⑤手工業経済。手工業（
①独創的・造形的な観念が、したがって人間が、第一次的な役割を減じ、道具が第二次的な役割を減ず為ような
右の活動を職業として営む人間。
（国冒回三の鳥⑩日の厨《臼）。親方試験に合格し、能力証明をもって活動する手工業者。
。自港手工業親方が継続的に職業活動を憐業する靴織的噸位。
。手工業の共同施設を含めたすべての手工業経憐の総体。
9２
かって手工業は小農民経済とともに封建的生産様式の土台をなし、また、ドイツにおいても農村の非ツンフト的
（注瀦）
手
工
業
は
資
本
主
義
生
成
の
起
動
力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
手
工
業
と
い
う
名
称
を
も
っ
た
企
業
群
は
産
業
榊
造
の
な
か
に
一
つ
の
「
経
済
部
門
」
と
し
て
独
自
の
地
位
を
砿
係
し
て
い
る
。
こうした手工業の存統は、次の意味において十分に留意しておかなければならない。すなわち、ヴーールネットが
明確に指摘しているように、ドイツにおいては一般にエ業（閂且５日の）は製造業（ぐの国［ウ①旨己のの○のョの号のＣＱ．
（注翫）
ロ。自凶のＨの己の⑩の①肴のＨすの）全体を意味しておらず、エ場制（句四宮房言①印のｐＣＱ・句四ヶ『房の】の【①白）のみをさしている。
（注濁）
工業は産業（の⑦ョの【ロの）全体をさすのではなく、その一部門にすぎないとされる。工業といえば製造業一般を意味
す
る
ア
ン
グ
回
サ
ク
ソ
ン
的
な
用
議
法
Ｉ
日
本
に
お
け
る
剛
語
法
も
そ
う
で
あ
る
Ｉ
と
災
な
り
、
ド
ー
ッ
で
は
工
菜
催
狭
義
に
解
されている。「工業主義（冒冒の日■一厨日巨の）、エ業経済（閂且口の日の菖風の８日【）、および工業社会（盲目の日の、の冊，
房呂具（）といった概念は、たしかにわれわれの時代の基本的傾向と基本的性格を表現してはいる。だが、それは、
物質的意味において（〕白日ｇの『］の一一目の冒曰の）考えてはならず、また使用してはならない。物質的意味において
は、次のようにいうべきであろう。すなわち、全経済がエ業であるというわけではない、製造業（ぐ曾胃すの岸の目のの
⑦の尋の号の）のすべてがエ業的性格を示しているわけではないと。さらに工業においてすら工場（園ウュ六）とはいえな
いような多数の中小経撒が存在する。小工業（臼の冒冒目の日の）と手工業が製造業の『中産階級的』（目貫の一の団口ｓの：）
ある。 手エ業経済（津崗己君の鳥のョ胃の８旦戸）をどのように概念規定するか、それが手エ業の経済学的概念規定の間脳で
そ
こ
で
、
次
に
さ
ま
ざ
ま
ロ
経
済
学
的
概
念
規
定
次にさまざまな視角からの概念規定をとりあげよう。
9３ドイツにおける手工楽概念について
（注醐）
グルー．フとして生産面で大きく寄与している」のである。つまり、物厩的な意味における工挫へは「工場制」とほぼ阿
義
に
、
し
た
が
っ
て
き
わ
め
て
狭
義
に
解
さ
れ
て
お
り
、
工
業
は
機
械
の
体
系
と
し
て
技
術
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
考
え
ら
れ
（注釦）
ているのである。もっとも、ヴェルネット自身が指摘しているように、産業革命以降エ場制の発達はきわめて多様
で
あ
り
、
今
日
で
は
園
耳
房
に
つ
い
て
単
純
に
し
て
具
体
的
な
統
一
像
を
表
象
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
多
（注孤）
様な甸号国丙の総称として昌己ロの己①という経済概念が用いられるようになったといわれる。他方、手工業経済の
発腿・多様化にもかかわらず、その全体を表示する経済概念としては依然として手工業が用いられるというのであ
る。こうして、手工業はエ業と対慨され、工業とともに製造梁を構成する独自な一部門であるとされる。しかも、
》」のような事態が、アングロサクソン的用語法と対比して考えられている点は注目に値いする。ドイツにおいては、
（注犯）
後発資本主義国上学して、「産業化」と「近代化」のずれが存在するのであり、右の用語法の相違は単なる用語法の
わが国では、都市手工業と技術的連続性をもつ農村手工業の自生的発展という形態で近代化がすすまず、近代化
が西欧化という姿をとったから、ドイツ的意味におけるような手工業概念が定着しなかったものと思われる。結果
的には、世界の工場として産業資本の発展が馨しく、手工業の解体がすすみドイツ的意味での手工業概念が定藩し
なかったイギリスにおける用語法と同様になったといえよう。
したがって、わが国の用語法における中小エ業は、当然右のようなドイツ的意味における手工業と中小工業を一
括したものだといえよう。そして、実はこのようなドイツ的用語法はドイツのみならず、国によって多少の違いは
あるが中部三１厘シ，〈に一般的なのである。
（注鋼）
このように、手工業はエ業と並んで独自の産業部門として国民経済の分業構造に組みこまれているわけであるが、
問題にとどまらない。
9４
だが、右のようなメルクマールをもってしても手工業の経済的実体は、具体的にはあまり明らかにならない。手
へ注師）
工業経済に固有な「労働・生雁・経済様式」（シ『ずの一（⑪‐》祠ＨＣ９巨冨・口印‐巨己。「胃の。宮津⑪急Ｄ－ｍｏ）のすべてが、必ず
しも明らかにされていないからである。しかし、結局この点については経営において茂木装備よりも人的要素（Ｒ『‐
（注調）
⑪ｏｐｍ－⑦同一の曰①貝）が重きをなしているといった抽象的なメルクマールが追加されているだけのようである。しかも、
そ
れ
で
は
手
工
業
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
点
に
お
い
て
工
業
と
区
別
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ヴ
ェ
ル
ネ
ットは、こう述べている。「工業と手工業は紺互に離反することなく、この一世紀の間明瞭に縦別しうる経済部門
（注鋼）
を術成してきた」が一経済の工業的部門、手工業的部門のいずれも、機能的・構造的統一像について語りうるほど
（注弱）
に一様な構造をもってはいない」と。たしかに、工業と手工業を規模によって区別することはできないし、のみな
ら
ず
、
手
工
業
と
工
業
と
の
間
の
移
行
は
流
動
的
で
あ
り
、
ま
た
両
部
門
と
も
絶
え
ず
内
的
な
榊
造
変
化
を
と
げ
て
い
る
。
今
日
の
手
工業は以前の手工業とは異なっているのみならず、エ業もまたその現象形態を変えている。したがって、手工業と
工
業
を
厳
密
に
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
場
合
両
者
の
間
に
若
干
の
類
型
的
・
代
表
的
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
認
め
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
遮
味
に
お
い
て
、
ヴ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
は
（注鉛）
手
工
業
を
隣
接
諸
部
門
と
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
次
の
二
つ
を
あ
げ
て
い
る
。
①機能的視点から。個人的需要のための多様化した財伐および給付の提供に専念すること。そして、その腿供が
柧客との対面関係において、職業的専門的に十分に教育され盗格を有する者によって、全人的になされること。
②榊造的視点から。経済空間に広く分布し、かつ、通常は場所的に限られた範囲の市場を支配する、特別な弾力
性をもった数多くの相対的に小・中・大規棋の経億体。
9５ドイツにおける手工業概念について
ここでは、手工業経営（爵且尋の『厨ワの国のご）の概念規定が問題となる。手工業経営学の立場からする産業経営
様式（ぬの尋⑦昌一｝ロゴのの国の庁１のヶ⑪⑩蔚斤のョ）ないしは産業経営（の⑩葛のＨすの冨曰：）としての手工業概念の確定である。
さて、手エ業経儲の概念を一義的に規定することは、手工業そのものの概念規定と同様きわめて困難である。そ
会的経営様式のうえでも、
手工業は、最近ではま上
側
経
営
学
的
概
念
規
定
現実には、こうした経済主体と労働手段の組み合わせのうえでも、「無数の混合形態と経愈繊）が存在し、また、
（注甜）
しばしば一‐多機能性」（勺。｝罠目丙厘○日」］愈庁）をもった手工業がみられる。のみならず、手工業と他の経済部門との
結合も特徴的である。ヴニルネットの表現にしたがえば「・農民用から工業家畷にいたる他の経済との強度のもつれ
〈注扣）
合い（「の『帛一の○一】目。Ｂ」が形成されているのである。
こうして、今や手エ業は独占的大企業を頂点とする社会的な資本蓄概の進展に対応して、多様な形態で雄業榊造
に組みこまれている。業煎的にも工業の発展の所産として新しいものが登場しつつあり、童だ、商業化、サービス
業化の傾向も目立っている。規模的にも、ヴェルネットのあげたメルクマールにもみられるように、大・巾・小に分
化しつつある。この点は、前掲第四表をみても明らかであろう。経済全休の成踵下において従来の手工業から数多
くの中小資本が登場し、労働手段のうえでも機械の使川が一般化しつつある。「叩独な作業機が協業またはマーーュ
フ
ァ
ク
チ
ニ
ノ
に
代
位
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
作
難
機
そ
の
も
の
が
再
び
手
工
業
的
経
蟻
の
雅
礎
と
な
り
う
る
。
だ
が
、
機
械
装
悩
（注机）
にもとづく手工業経営のかかる再生産は、工場経街への過渡（ロケの『ぬ目ぬい目同色官房すの日のご）をなす－のである。
現
在
の
西
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
名
称
な
い
し
出
自
は
手
工
業
で
あ
っ
て
も
実
態
で
は
工
場
制
工
業
で
あ
る
も
の
が
少
な
く
な
い
。
社
会
的
経
営
様
式
の
う
え
で
も
、
近
代
的
マ
ニ
フ
ァ
ク
チ
ニ
ァ
、
近
代
的
家
内
労
働
と
し
て
細
成
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
手工業は、最近ではますます経済的存在としては一義的にとらえられなくなりつつある。
９６
②生産の成果が、経営主と親方の材料を駆使した個性的な労働給付によって決定されること。その際、親方、職
人および徒弟が全生産エ程を通じてともに活動している。
③機械と道具の使用はあくまでも手労働を補完するにすぎないこと。
④生産またはサービス提供の種類と範囲がほとんど特定の顧客に対して行なわれること。
とにかく、右の諸概念規定では、いずれも経営の人的（冨厨Ｃｇ－）側面に力点がおかれている。手エ業経営を特徴
づけるメルクマールとして経営の物的側面よりも人的側面が重視されているのである。しかし、レスレ自身も認め
れというのも、一つには手エ業の経営形態が多様であるからであり、二つには他の経済部門の経営との境界がはっ
きりしないからである。そこで、「通常は、特定の組織的あるいは経済的メルクマールを備えている経営が手エ業
（注犯）
とみなされるのではなく、経営経済の担い手が手工業的であれば手工業である」とされるのである。この点は、た
とえば、一九四九年の国際中小企業連盟における規定をみれば明らかである。すなわち、「手工業経営とは、自営
手エ業者がその活動を営利を目的として継続的に営なむ組織体をいう。したがって、本来の手エ業経営は、手エ業
（注姐）
の従事者によって創設し管理される４℃のである」と。そして、通常はこれにレスレの次のような規定が追加される。
「業主が手工業者として訓練されており、自ら生産過程に獄極的に参与し、所得をうるために主として注文に応じ
（注佃）
て
経
済
的
給
付
を
行
な
う
経
済
単
位
で
あ
る
」
と
。
ま
た
、
フ
ォ
ィ
ク
ト
は
、
自
営
産
業
経
営
の
形
態
と
し
て
の
手
工
業
を
特
徴
づ
け
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
し
て
、
次
の
四
つ
を
あ
げ
て
ま
た
、
フ
ォ
イ
』
（注組）
いる。すなわち、
①産業経営が、
ルー
０
手
作
業
に
習
熟
し
た
熟
練
労
働
力
に
よ
っ
て
、
技
術
的
に
も
経
済
的
に
も
自
己
の
責
任
に
お
い
て
営
な
ま
れ
る
こ
9７ドイツにおける手工業慨念について
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
概
念
規
定
は
必
ず
し
も
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
し
、
問
題
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
手
エ
業
に
お
け
る職種の豊富さと機能の多様性は、数多くの構造的にあい異なった経営の存在をもたらし、さらに、工業、サービ
ス業、小売業に対する手エ業の境界をきわめて流動的にする。手工業の経営経済のメルクマールは、多くの領域に
（注俺）
おいて、他の経営経済のメルクマールと基本的に一致する」と。また、「手工業経営をエ業経営および商業経営か
（注柘）
ら
区
別
す
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
非
常
に
し
ば
し
ば
共
通
点
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る
」
と
。
そればかりか、手エ業経営のなかには自営（の⑦一ヶ、匪口＆ぬのＨ国の【ュのヶ）のみならず、エ業経営、商業経営あるいは
農業経櫛などの一部としての非自営（己、宮門一宮莅且一ｍ臼帛汚国のす）も広範に存在する。前述の「もつれ合い」現象
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
多
く
の
手
エ
業
経
営
は
、
一
価
類
の
手
工
業
活
肋
に
従
事
す
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
機
能
を
担
う
「
複
合
体
」
（穴○日ロ｝関のの（濡す旨の）となりつつある。
こうして、手工業における経営経済的な現象形態はきわめて多岐にわたり、そして経済発展のなかでますます多
様
化
す
る
価
向
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
近
に
お
け
る
研
究
成
果
は
、
｜
手
エ
業
経
営
に
つ
い
て
の
一
義
的
な
概
念
規
定
を
放
棄
し
、
（注伯）
手工業の経徴的特殊性について一般論を述べることは、きわめて慎重に〈、なわなければならない」とするのである。
、
、
安
本
蓄
徹
過
樫
の
な
かで手工業の中小資本化が進展し、手工業においても貸本の経済計算が行なわれるようになり、
（注灯）
ようやく企業経営が客観化されるに及んで手工業ははじめて経営学の対象とされるようになった。このように、も
ともと手工業経憐学の成立が、手エ業経断そのものの古典的手エ業からの離脱によって可能になった以上、手エ業
の経営学的概念規定は本来困難であるといわざるをえない。むしろ、手工業経営は、独占段階における「非集中経
営」（・の㈱のロ５－一切一国【の因の庁『－８）としての「中小経営」（屋のご‐■且冨冒の一ヶの日のすの）一般のなかに吸収されてしまう
（注佃）
のである。たとえば、「技術化（目の、弓己、一の２口函）過程のなかで、中小工業に相当する規模の企業が登場する。だが、
9８
ここでの問題は、社会的な階層としての手エ業の概念規定である。
手
工
業
者
附
が
ナ
チ
ズ
ム
の
社
会
的
雅
礎
の
一
つ
で
あ
っ
た
こ
と
は
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
も
手
工
業
者
層
は
政
治的に強い影響力をもっている。
中小企業は、アメリカにおいては⑰日四一」宮切冒の⑪⑩という表現に示されているように、階層（の白目）あるいは階
（注則）
級（【一ｍ⑪の①）という社会学的概念とは結びついていない。だが、ドイツにおいては、というよりは中部ヨー戸シバに
おいては、中小企業は中間膳（冨冒の』⑫白目８．昌旨の房一画の印の）として存在するのである。たとえば、ドイツにおけ
る
ア
メ
リ
カ
中
小
企
業
研
究
の
一
つ
は
、
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
学
者
、
政
策
家
そ
の
他
の
中
産
階級問題に関心をもつ人々の間で依然として行なわれているような理論上の論争は、アメリカ人にとっては無縁で
（注鼬）
あ
る
一
と
。
だ
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
第
二
次
大
戦
後
も
な
お
手
工
業
の
社
会
的
諸
関
係
が
問
題
と
さ
れ
て
い
る
。
一
九
四
九
年
に
はじめて行なわれた手工業センサスも、手工業の経済的関係のみならず、社会的諸関係（⑪ｏｎ厨｝の気肖冨一目⑩、の）を
（注記）
も調査することを目的とし《』のである。
（注別）
旱』れでは、社会学的概念としての手エ業は、どのように規定されているのであろうか。トゥフトフェルトやアー
（注弱）
ベルの指摘をまつまでもなく、「旧中間層」（ロ」前『昌貫の－，国且）ないしは「自営中間屑」（の①］す切威ご＆ぬのＨ昌買の］の庁，
四目）としての手工業である。彼等は生産手段を所有し、彼等の所得は自らの属人的な労働給付にかかっている。
その限りでは中・小農や小売商と同じ存在である。特殊手工業的だといえるのは、その階層としての存在の内部に
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
古
凹
社
会
学
的
概
念
規
定
（注⑲）
手エ業出身だったが故に、また、手工業の徒弟養成を行なっているが故に、依然として手エ業とみなされている」
（注釦）
といわれるように、古典的な手工業経営の特性は次第に失なわれているのである。
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また、フォイクトは、特殊な生産者僧（ワの⑪。且貝①句目目いの貝のロの○一］－，旨）としての手エ業に特徴的な構造的諸要
（注印）
素を次のように規定している。すなわち、原材料駆使、所有との結合、家族的基礎、経燃と生産物を個性的に形成
一親方ｌ職人Ｉ徒弟」（＆の】の【ＣＨＩの①の①一一のｌＰの言」旨い）というヒェラルヒーを包摂していること、および形式的には
「旧来の手工業伝統」（四一片①国巴〕ロゴの具⑪［【凰三。。）に照応した同業組合（旨ｐ旨い）を形成していること、である。
そして、これと結びついているのが、独自な経済的思考すなわち「身分相応の生計維持」（印画且①の、の日呂臼田の▽
のロの目庁円冨一戸）への志向である、といわれる。
そ
し
て
、
ト
ゥ
フ
ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
手
エ
業
の
社
会
学
的
状
態
は
、
業
種
に
よ
っ
て
若
干
の
差
こ
そ
あ
れ
、
次
の
六
つ
の
事
実
に
よ
（注砺）
って特徴づけられるとしている。すなわち、
①
鎌
族
議
力
へ
の
依
存
ｌ
縦
済
合
州
性
の
不
足
、
目
ご
搾
取
雲
…
宮
具
目
頃
）
．
②
人
間
と
労
働
の
ト
ー
タ
ル
な
総
合
ｌ
自
己
疎
外
か
ら
の
解
放
．
③
自
憐
の
親
方
の
手
中
に
お
け
る
労
働
と
貸
本
の
結
合
．
親
方
、
職
人
、
徒
弟
の
緊
密
な
、
し
ば
し
撰
家
族
的
な
協
伽
ｌ
労
使
の
対立という社会的緊張を緩和。
④
社
会
的
な
グ
処
‐
プ
意
識
ｌ
排
他
桃
⑤
激
し
い
社
会
的
交
麓
（
…
一
・
・
日
。
ご
鬘
三
ｌ
他
の
階
臓
に
媚
け
る
よ
り
も
参
入
・
消
滅
が
隊
し
い
、
⑥
防
御
自
己
維
持
の
蹴
向
Ｉ
総
済
的
圧
迫
が
強
ま
れ
ば
容
物
に
朧
守
化
”
こ
う
し
て
、
ト
ゥ
フ
ト
フ
ェ
ル
ト
は
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
巾
場
の
変
化
に
対
す
る
手
工
災
の
適
応
が
川
餓
に
な
る
や
否
や
、
間
有
の
中
間
層
問
題
が
生
ず
る
の
で
あ
っ
て
、
手
工
業
の
経
済
的
要
素
と
社
会
的
要
素
は
相
互
に
分
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
０
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①手工業においては、人間はその全体性において（旨のの旨の【曰・白一息〔）手工業に参加する。機械が手エ業者の
労働のリズムを規定するものではなく、手エ業者は意のままに労働を行なう。それによって、彼は人格をより一
層
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
②手工業は、現代社会のマス化現象および工業における労働の人間疎外に対抗する最も重要な拠点である。
③手工巣労側が人間の全人格を要求する以上、労働は時間表にしたがって組織されえない。
④
手
工
業
者
は
、
小
雌
階
級
と
し
て
間
定
的
な
社
会
的
地
位
を
も
つ
。
一
方
に
お
け
る
古
い
秩
序
を
志
向
す
る
伝
統
、
家
族
的
結
合
お
よ
び
固
定
的
立
地
、
他
方
に
お
け
る
時
間
的
無
制
約
性
、
膜
並
な
生
活
態
度
お
よ
び
家
族
労
働
依
存
は
、
自
営
手
工
業
親
方
を
革
命的・革新的傾向に対する批判者とする。
⑤右と同じ事情から進歩への遅れ、経済的必然についての見通しの欠如、単なるルーティンへの埋没が生ずる。
⑥他の諸階隅や敵対者に対する特殊な立場からグループ意識が生じ、それは歴史的にくり返し「より緊密なる共
同体」（①后の【のｏの曰①旨⑪、冨員目）による連動、すなわち協同組合形態による自助（牌｝ずの言一（の）、身分相応の生
計維持の安定のための努力、名誉意識などをもたらす。また、ツンフト制のもとでは、好ましくない競争者を遠
ざける危険が存在する。
さらに、このような手エ業者は、ヴェルネットのいうように、職業労働を通じての人間性の自己実現というかた
（注記）
ちで再生産されるから、手工業を営むことによって手工業者の「小宇宙」（旨岸Ｈ・丙。⑩日。⑩）が生ずることになる。
ところで、以上は手エ業の社会学的概念規定のメルクマールとしての手工業の榊成要素（の冨巨再貝の］のョの員の）に
する可能性、である。そして、このような諸要素の所産は、ポジティブにもネガティブにも評価できる、という。
つまり、
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㈲
法
的
概
念
規
定
ドイツにおける手エ業立法は、営業法（の⑦弓の号８目〕目、）の改正というかたちで一九世紀末年以降形成されて
きた。一八九七年の営業法改正によって手エ業会議所（罵白・弓の鳥⑪百日目の『）と強制加入同業組合（Ｎ弓目、⑪冒口目巴
ついてふれた。さらに、手工業者帰の性格規定を明らかにするため、そのような柵成要素から生ずる手工業者の行
動様式の特徴にまで立ち入ったわけである。このようにみてくると、とにかく、社会的な階屑としての手工業者臓
はとうてい一義的に概念規定できるものではなく、その内部に多様性と複雑さを含んでいる。だが、それは、すで
に現代の手エ業の階層分化がすすんでいることの所産であるといえよう。今日の手エ業者層は決して単一の階屑で
はなく、資本蓄祇の進展のなかで階臓分化がすすんでいるのである、のみならず、社会的分業の深化により業種的
にも多様化している。ドイツ的な別の表現を借りれば「古き良き時代の伝説的なロマンティク」のかわりに「商度
の合理性が現実に要諦され、一現代の技術と経営符琲の進歩に適合しない手工業はもはやついて行けない。そのよ
（注調）
』ワな適合に成功した者にとっては、手工業は今日でもなお『黄金の土地』を有している」のである。「手工業ほど
社会的に交替の激しい階層（⑫・駒巨冒Ｈ８－少の、一ｍののＣ言Ｃ言）はない」のであって、｜工業の企業家層（旨目印国の］】の
（注印）
ご皀庁円口の声目の円の、三。宮）は手エ業者からの絶えざる移行を受け入れている」のである。もちろん、こうした事態は、
当
然
手
エ
業
者
の
一
小
字
甑
」
に
衝
撃
を
与
え
ず
に
罐
お
か
な
い
．
親
方
ｌ
職
人
ｌ
徒
弟
と
い
う
ヒ
ェ
ラ
ル
ヒ
ー
も
漸
く
弛
緩
し
、
これに代って純粋な資本・賃労働関係が前面におし出されつつある。かって手工業がきびしく排除した不熟練労働
（注叺）
者が手工業経営の内部にも埆加しつつある。
こうして手エ業内部における非手工業的要素の拡大によって、手エ業の社会学的概念規定はますます困難となり
つつある。
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（注闘）
（注創）
現行の手工業秩序法は、その第一条第一項において、「定置営業（異の可の。○の印の⑪詞『の号の）としての手エ業の独立
経営（、の］冨匪ロ＆ぬの国の国のご）は、手工業名簿に登録された自然人、法人および人的会社（独立手エ業者）にのみ許
される。」と規定している。さらに、第七条第一項は一手工業名簿には、自ら経営せんと欲する手工業職種およびそ
の関連職種について祖方試験（旨①嵐のＨロ（鳥目胴）に合格した者が登録される。」と定めている。つまり、独立経営と
しての手エ業は、法定の資格をそなえた親方でなければ開業できないのである。この意味で、現在の手工業は、何
よ
り
も
ま
ず
法
的
存
在
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
それでは、手エ業概念は、法律上どのような規定を与えられているのであろうか。手工業秩序法は、その第一条
第二項において「営業Ｓの量『のＨすのすの国のす）は、それが手工業的に（盲目尋の鳥⑪日監碕）に経営され、かつ、この法律の
別表に掲げる営業の一つに完全にあるいはその本質的な活動が含まれるときは、この法律の意義における手エ業経
（注硫）
営である。」と規定しているにすぎない。ロイスのいうように、「手工業概念は、法律上はなんら規定されていない」
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
同
義
反
覆
で
あ
り
、
実
質
な
概
念
規
定
は
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
放
棄
を
「
賢
明
な
決
定
」
と
評
価
（注酪）
するヴェルネットの見解は、立法技術上の評価し字しては妥当であるともいえよう。が、ベックマンのいうように、
（注碗）
このような概念規定の仕方は、手工業を特徴づけるためにはなんら有効な出発点にはならないのである。
の設置がみとめられたから、それら手工業組織への帰属をめぐって手エ業の法的概念規定が問題となった。しかし、
一九二九年以降手エ業の開業の要件として手エ業名簿への登録が法定されたため、以後は主として開業資格をめぐ
って手工業の法的概念が問題とされたのである。一九五一一一年制定の手工業秩序法（の①⑩①薗碩員○日目□ぬ。①の国目９’
言国富）も、この登録制度を継承しているから、手エ業の法的概念が問題にされるケースは一九二九年以降現在ま
（注蛇）
でほぼ同じである。
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この点について、アィェルマンとうＰエーヲーによるコメンタールは、「立法者は、手工業概念を法定しようと
〈漉駆）
努’刀したが、断念せざるをえなかった」と指摘している。また、一九六五年の法改正の際にも、立法者は手工業慨
（灘御）・
念の法定を試みたが、結局放棄している。これは、まさに立法者が一義的な概念規定の困難さに一卿而したからであ
（注、）
り、むしろ手エ業の業緬を法律上一ポジティブ・リスト」で具体的に指定することによって概念規定の不倣を杣な
（注、）
ったのである。したがって、「法的定義の欠如は、決して立法者が見落したからではない」。それというのも、「手
工業の発展はい童だ完結していない。営業上の経営形態は絶えず変化しつつあり、その時だの経済的謝条件に適応
（注Ⅶ）
、
、
、
、
しなければならない。」からである。こうして、立法者は、主として手工業的に常なまれる業煎を指定し、しかも洲『
、
、
、
、
該業種の経営が手工業的に営な一｝｛れる場合にかぎり手工業経営だとしたのである。しかも、このような立法による
概念規定の放棄は、前世紀末以来一貫してとられてきたのである。
ただ、現行の手工業秩序法による概念規定の仕方の特徴は、従業者数、売上高、資産額といった経営の外面的な
標識Ｓの凶の旨盲目、）ではなく、いかなる活動（目算一瞥骨）が営な一一（れているかを問題にしている点にある。フラン
ス、イタリー、デンマークなどにおける法定の手工業概念が従業者数といった櫛態的（⑫厨房８）な概念であるの
（注囲）
に対して、ドイツのそれば経営概造を問題にした動態的（ロ］ロ圏ゴー⑪ロゴ）な概念であるといわれる。ドイツに媚いては、
手工業は小企業（【ｌＣ－□すＣ氏のす）と等世されていない。手工業概念は可変的であり、経済活釛の変化に照応した「助
（性別）
態
的
要
素
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
このように、法律には手工業概念が具体的には規定されていないため、個別ケースの判断にあたっては、行政機
関と裁判所はもっぱらこれまでの学説と判例に依拠せざるをえないことになる。そのような具体的な判断としては、
特に手工業と工業の区別が問題になるのであるが、その際次のような指標をメルクマールとして検討する必要があ
104
とにかく、手工業秩序法は手エ業を従業員数などの客観的な基準によって定義せず、むしろ、手工業を法定以前
の
存
在
と
し
て
前
提
し
て
い
る
。
手
工
業
を
判
断
す
る
指
標
は
経
済
発
展
の
な
か
で
絶
え
ず
相
対
化
さ
れ
、
手
工
業
概
念
は
変
化
し
て
いく。したがって、裁判所の中心課題は、現に変ぼうしつつある手工業に法的な手工業概念をどのように適応させ
るかにある。だが、法的な手エ業概念がいかに相対的概念であるとしても、現実に進展しつつある手工業の多様化
は
そ
の
法
的
な
概
念
規
定
を
ま
す
ま
す
困
難
に
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
るという。すなわち、①経営規模（これは二次的な意味しかもたない）、②業主と他の従業者との協働、③補助労働
力の質（手工業的であること）、④労働過程における分業（手工業の場合には分業が成立していない）、⑤機械の使用
（手エ業においては手エ業の補助手段として機械が使用される）、⑥経営上の労働計画（手工業においては大量生産
ではなく受注による個別生産が支配的）、⑦以上の諸指標の総合的検討。結局、これらの諸指標を総合的に検討し
て経営の経済的全体像（尋】Ｈ厨８日忌呂のの（汚の凹日９局）をとらえ、手工業を判断しなければならないとされてい
躯
７５
，－ゲ
（漉狙）目巨、再屋号・因・》因目ロゴの鳥・目印の同色（⑪』の浜房ＣＰｍ｝巳・単》こ＄）印忌一扇ＥＳ・
（注咽）目巨目爲①］倉国自身『の鳥・の已巳【の届呂・
（注Ⅳ）ごＣ】臼．固》国自身『の鳥》目印因自身ａ目の円冒呂皀円叩○塁巴乏】⑪⑪８⑩。高｛［のご》閉匡酊・＄ｕ⑦》の．農・
（注嘔）しＥ、⑩。盲目㈱日ロ具関切巨、冒口、。①Ｈ同日①巨頒目、醜・ロ且少す⑩四高すの昌口、目、のごロの村この貝⑪○戸の己冨冒の、厨［庁６回⑪色①具⑪ｎぽの
国、ロニョ『①鳥』楴匡・牌》こいＰ、．ご■・
（注四）言のワの【・缶・雪ご「胃の、宮津の己○房房閂》缶、日『Ｊ西目ロ三①鳥印‐》目且色⑩【『｝の己○一房房壹岳篭萱冨盲目の口巨己伊のご凰硯》の．ｇ、．
（注、）両巨の⑪の］一》○・》ロ①冒呉ｃ『区す⑥⑩、富［〔目、。の②題目。君国厨目斤の【○の日国員一己』のＨ丙國風の一一の．］匹置》⑫Ｅ（【ぬ貰芹》ｍ・惇・
（注型）□の具⑩日①の函凹且葛の【丙⑩目印胃具Ｉ目、感冒［蔑【函自身『①鳥⑪菖司【い、目〔【シ冒口○ずのロ三国耳の、冨帛扇一の胃のこのゅ四目ロゴ『の鳥⑩．
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なお、の⑦司曾す①の概念については、次の文献を参照されたい。国辱８９の⑦三のＨご①・甘亟ヨ・耳⑦【宮ロロニのＨぐ○房⑪三日⑫８．
日行・ロシ員一四ｍのご巴自》后ｇ雪印・巴９．コ：の円》三・・三．胃威、厨［【⑰胸①の、曰。頁の》届匿・の・ぽっ（黒正、青山訳「一般社会経済史
要諭」上巻一一四一ページ）、”ｇ』の》宍・・国①日のワ、ａ耳切呂旦区⑮旨の烏の困目ロミ⑩鳥切・后困．ご臼⑰⑫す且のＰ⑩・塵》辱の【【日ロ厚同・
、ロー田己三の【や㈲。ご【。ｐ】日の目国別暗ｐＨの⑥三のｎｓ①日旦口巨□ぬ。】崖・醇国鯉口旦乏⑥『宍雌。尚ｇｐＰｐ胸ご』③叩いや旨毎口。旨の巨回ロ旦因⑪Ｈ匡貝の，いへ』
魚・》○呉の厨。冒壹シ・》ロ四酌の９コのＨす①曰旦の【菖閂声ヴミ耳、ｎ庁凰戸・国』・桿亨』＠Ｅ》園毎回、ロ目旦の戸の凹二の己亭⑫．』・【［・
（注鍋）ヨの『ロの【・題自身「の鳥の‐巨且閂目色⑪日⑩館の⑩、嵐Ｃ旨⑪印・『⑨。
（注釦）エ業化過程の段階と類型について検討したホフマンも工業を「機械設備の体系の使用」（＆の戸口室『の巳目閃目］①⑪
⑫］⑪［目】⑪ご◎ロ冨色⑩、嵐のロのロ四目少弓四『具目）という技術的メルクマールによって解し、工業概念から手エ業とマ一一ユファ
クチュアを除外している。因ｏ｛【日自己・言・》の国ｓ８口目目弓①口。①席盲目⑫日⑫一島のＨｇ胸．】忠】・］の目》⑩。』魚
（注虹）三の目の芹》Ｎ日シヮ、【のロ駒目、ぐ目題目：『の鳥目□目且口の日の．］＠ｓ三目⑩〔の『．⑫．届．
后霞）富【ご＆】のＰの・圏【【・
（注塑）自巨ｎ頁（の一已斤・因目：①烏》ｇ島の后ｇ
（注調）言①目の【・田巴己ョの鳥・目的三○耳の【宮：烏【陣）凶亘。、厨巳囲》の［巨耳恩耳》印・暉屈
（注型）ぐ。｛巴》鹿・Ｐｐｍ・陰
（注配）鈩目帰口の肩昼［‐田９８８．四・ｍ・○・ｍ・旨
（注配）松田智雄「ドイツ資本主義の基礎研究」、柳沢治「西南ドイツにおけるマ一一ユファクチュアの形成」（「土地制度史
学」第一一二号、一九六六年四月）
（注訂）ヨ「の日日》題目己ョのＨ］Ｂ‐百口Ｅ二房目の胞朋、巨呂扇．ｍ・巴
（注肥）の①三円一届は、「営業」「雄鍵亡「工業」などと訳されているが、きわめて多義的な概念である。広義においては、
工業、手工業、商業およびサービス業を含めた産業一般を意味する場合と、「悩業の自由」（の①胃『豆身⑰昏巴［）といっ
たように営業一般を意味する場合とがある。狭義には製造業を意味し、工業と手エ業を包括した概念である。さらに、蛾
狭義には手工業とほとんど同義に用いられる。しかし、最近ではスイスにおける用語法の影響を受けて小営業一般（製造
業
の
み
な
ら
ず
、
小
売
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
も
含
む
）
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
ｌ
特
に
宍
扁
冒
瞬
…
『
一
馬
と
い
う
場
合
も
あ
る
’
し
「ぱしば用いられる。
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（
注
犯
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
大
塚
久
雄
「
近
代
化
と
雁
業
化
の
歴
史
的
閲
迦
に
つ
い
て
」
（
「
経
済
学
諭
災
」
堀
三
二
巻
第
一
号
、
一
九
六
六
年四月）が示唆的である。
（注鍋）ツェレは、工業と手工業は雌に競争（宍：百【【の目）関係にあるのみならず、分業（胃ワの房［の臣目、）側係にあると
している。Ｎの臣のご伊・酔○・の。届．
（注鈍）ヨの日①【》国Ｐロ：「①鳥の‐Ｐ且閂且Ｐ⑪日の頤①ｍｎＥｎ宮、．、．ｇ・
（注鋪）ヨの日①｛『出目曰三の【厨「巨己盲目⑪日の堀８，三、耳の．②．］』・
（注妬）三の目９浬目旦乏の『富‐自旦］己巨印【１名８，三、頁⑪印，届．
（注師）いの具国一ぐの『冨己このめ□２蕨目目｝街己乏の【六ｍ・己閉Ｑ２蕨ｎコの一『目冒『の『六毫巳屋一因○目》ｍ・桿・
（注詔）ヨの日⑰【》勺Ｃ『⑰◎目－８巨己冒禺『巨曰目旦の⑩ごく】『厨、目津目．ご”、、す日。一一⑥易］筈『ｇｏゴ圏【。の⑩の厨、のワ目砲．この【急巳冒呂
巨目ＱごＣ房関昌『←⑰、旨凹［［。】〕』・『①．
（注調）隣のロ言巳ぐの【宮己旦①⑫ロ２扇、旨のロ函口目乏⑦【穴の．■・凹・○・ｍ・樟・
（注如）ゴの目の（・題目：「の鳥》の．醇屋・
（注虹）シ【貝ｘ》【・》己厨宍：冒一》国・】・后屋』〕の二旨》ｍ・畠』（長谷部文雄訳、青木文庫版、第一一一分冊七三七ページ）
（注⑫）閂ョ⑪昏具臼『因：二三⑥『厨乏】『扇、｝］貝一言目目目》三●胃、目貝←⑩一の胃⑥。①的崖自身『⑦【厨・印・国・
（注⑬）同○二＠国⑥日①す⑭乏亘⑪。旨［【⑫］呂目骨⑪浬目ロ三円丙、》の．⑬
（注“）ご◎】巴己・騨・○・ｍ・悼一・
（注妬）幻９－の》四目：『のＨ厨▽①日①す》】２匹目貰う【【の【官目。円の８冒冒】⑩、目⑪。旨『【の。》国二・⑫》巴鼠の。［【冒頭のＰの・台・
（注妬）国のｎ百】ｇＰｒ晟目皀乏ｃ『斎す⑦日８．ご“の厘陣区の〆弄。Ｐ田・』・后９．の日］｛の』圏⑬。
（注〃）三ｍｇの［》での『⑩。目一の⑪巨己目⑰（『巨日のロ区Ｂごく日い、冨吊［①Ｐの．』＆〔、．
（注妃）この点については、罰Ｃ６の【『目．．□の月口冨農、』の耳⑪弔門○目高。Ｐ乞臼．（甲・日呂目を参照されたい。
（注佃）⑫】Ｃ三の昼三・一ｍ［目斤Ｅ『弓四且一目ね①己烏⑰ェ自己毛Ｃ鳥の】ロ】困昌日ｇＱ円乏●】『一鞭の言（一助目宣く一の六一目賦》巳鼠・国の円冒》の．←
（注印）参考黄でに手工業経営の発展を示す指隙として一経営当たりの平均従業者数の推移をみると、次のようになる。一
九一一一九年一一一・一一一人、一九四九年一一一・六人、一九五九年四・九人、一九六三年五・九人、一九六七年六・二人。平均的な経営規
模
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
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（注“）の⑦三国ワのは、手工業秩序法では「継続的な営利活動」の意味に用いられている。厚の日属目目』『３三の『》四ｍ目，
雪①鳥のＣａ口巨巨中画・雪口のロワの閏ケの斧の汀シ巨帛一四泊⑪］Ｐｓ》二国。、ぎのゴロ己司の二旨．ｍ・屋・なお、アイエルマンとフロー｛１ラーのコ
メンタールは、一九五一一一年の第一版と、一九六七年の改訂版の二種類が刊行されている。以下、木脇では、【Ｃ日冒の員胃・
拝・少ロ旨、ののように引用しておく。
（注的）丙の巨厚ご「・》国：』尋の鳥閂の０頁届３【。］Ｐ⑫・震⑬．
（注随）ヨの目の［》国目』二①鳥のロ・』葺丙》屋鼠の。耳旨、のＰの．ｇ・
（注ｗ）］〕の。【ョ目。』四・四・○・ｍ・后呂．
（注矼）ン３ｍｇの且芹‐句：８，丘》■・ＰＣ、，巨・
（
注
鑓
）
露
“
…
一
厨
…
鴨
‐
尉
…
圏
貝
目
員
。
③
貝
…
皀
二
言
…
冨
屡
の
冒
鱈
二
目
…
噸
ｌ
旬
…
自
瞬
§
弐
一
…
己
冨一言Ｃ一己の戸菖のすの皀旨□、缶邑岳ｓ》同日目丙［巨暮四・言・》⑫．ｇ・
（注弱）の⑦、の冨号円の旨の函凹且弓①鳥⑯脚嘗］目砠曰く臼凰已臼のロヨーュの。冨帛５ｍの豆の【》亟酉・
（注誕）目ロ呂焦の一号》国自身弓の【丙》の已一【の屋巨・
（注弱）シワの】》ヨ・雪、。凰陛①印冒冨【】』＆ロロ已目の『目：Ｃ『巳、胃ローｃ⑭ｍＣ－冨蔑且蒟の。三一戸の一⑪白目の⑭》Ｓ９．ｍ目耳恩『【》の．②．
（注記）目色呂蔑の一旦［》国目』蛍『のＨ〆の日］庁の】国』・
（注訂）ご○】巴一四・四・○・ｍ・閉．
（注記）言の曰の【》国自身弓の『寿》、’陣］』・
（注弱）ｚの］』‐国【の目】ごｍら・・冨罵の一の厨且．ご恥の厨ｇｍｌの×房。。》巴．②．届９．の．『⑪「・
（注釦）ヨの【ロの【》函自身『の鳥）の・唖屋．
（注矼）一九六三年の手工業センサスによれば、手工業従業者の臓成は、親方一七、八％、蝋人および熟練労働者一一一九、六
％
、
徒
第
九
、
八
％
合
計
六
七
、
二
％
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
三
二
・
八
％
が
井
手
工
業
的
労
働
力
と
い
う
こ
と
に
な
〉
わ
。
（注腿）旬＆区の【》田・》Ｎ日アヶ胃の口目ｐｍｄｏｐ四目ニョの『【目二『且色⑪日⑪』９ｍ》旨ｇ８ＣＰの．⑬．
（
注
開
）
手
工
業
秩
序
法
は
、
一
九
六
五
年
に
全
面
改
正
さ
れ
て
い
る
。
以
下
木
脇
で
引
用
す
る
条
項
は
、
改
正
後
の
条
項
で
あ
る
。
な
お
、
同
改
正
の
主
旨
お
よ
び
内
容
に
つ
い
て
は
、
乖
者
砿
「
西
ド
イ
ツ
の
中
小
企
業
政
筑
」
（
国
民
金
融
公
爪
「
調
森
月
搬
」
一
九
六
六
年
十
月
号
）
を参照されたい。
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三
手
エ
業
の
歴
史
的
展
開
と
手
エ
業
概
念
以上みてきたように、手工業それ自体のはらむ多様性と複雑性の故に、西ドイツ学界によるその概念規定はきわ
めて不明瞭である。同じ「手エ業」という用語にいくつかの相異なる意味内容がおしこまれ、一義的な用語法は不
可能になっている。しかも多義的な内容のどの側面をとってみても、満足すべき概念規定は困難になっている。
こ
う
し
て
、
ヴ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
は
、
「
学
問
的
に
意
を
み
た
し
、
同
時
に
実
際
に
適
用
可
能
な
手
工
業
の
定
義
を
求
め
よ
う
と
す
る
努
力は、いろいろな立場からなされ、おびただしい文献をみたしている。しかし、それにもかかわらず、依然として
納得のいく成果を残してい驍〕と述べている．そして、彼自身煙前述のようにきわめて抽象的な、非歴史的な、
したがってほとんど無内容な概念規定を提示しているにすぎない。また、ズィーヴェルトは、「結局、すべての側
（注汀）
から満足のいく手エ業の定義と、それに結びつく限界設定は、今日では不可能である」とさえ断一一一両している。
（注肥）固］日日眉目Ｆ句＆匡日》属ｏ日日自国Ｈ白袴巨陰画唄蝉》の・患・
（注的）因罰曾目目ロ・因＆匡のＨ、【◎日日２月：閣少員蔦温》⑫。＆・
（注、）このポジティブ・リストには、一九五三年の制定当初は九三業種が指定されていたが、一九六五年の改正で現在は
一二五業種が指定されている。
（注肛）国回目⑪四・》閉門昏豚涛回蔚且四】色①、西目二コ①１冊一門目①ロ冊旨唄騨看①甦屈忌巳〕畠、苣月屋ロ骨巨岳震・巨一目鼻の駅の．］②．
（注氾）閂＆巨図・田目』ず旧Ｒ属目、『・回四日己急の鳥目已目日勗日の》、．』・
（注ね）国嗜の月日日日Ｅ・可ａＥｇ民Ｃ日日のロ国円曹噛レニ昌凋の》の．＄．
なお、このようなドイツにおける概念規定の仕方は、わが国の中小企業基本法やアメリカの⑪Ｂ島国房旨の、、缶ｇにお
けるような従業員数といった鐘的な客観的標識によって規定するやり方とも相違している。
（注ね）甸己区：Ｎ貝倭高吋①目目ぬぐ。巨届日】ロゴ日片目○旨目⑫日①》、．』・
（注布）向琶曾日曾巨巨・岡ａＥの『）【・日日のロ日Ｈ》』少貝百項》》の。＄．
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そこで、問題は、これまでなぜ手工業の概念がくり返し追い求められたのか、また、現在そのような概念規定は
依
然
と
し
て
必
要
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
Ⅲ
手
工
業
の
歴
史
的
展
開
と
手
工
業
政
策
手工業概念が追求されるのは、もちろん政策的要請に韮づいているからにほかならない。そして、そのような政
莱的要鮒の起点は一八九七年の改正鴬推法であり、独占段階にはいってからである。以後、国家は当時の特殊な階
級対抗という状況のなかで手工業者膳の自助述動をたくみに利用しつつ独占的大企業の利齊によって手工業を編成
替えした。次いで、世界大恐慌とそれへの対応のなかで手工業は国家の直接的介入によって再編成され、第二次世
界大戦後も手工業者層は現代資本主義経済の機購のなかに組み込まれたのである。独占段階にはいって、さしあた
りは手工業の保護政策がとられ、それとの関連で手工業の概念が追求されたわけである。
一
般
に
、
独
占
段
階
’
と
い
っ
て
も
現
代
資
奎
義
の
段
階
で
は
や
や
様
相
を
異
に
す
る
が
ｌ
の
資
奎
鍵
に
お
い
て
は
、
中
（注祀〉
小企業の保護政策が展開される。すなわち、大内力教授によればＨ中小企業は、独占利潤を確保するために独占的
大企業によって維持・温存される。ロ中小企業は、相対的過剰人口の処理の場として維持される。曰中小企業は、
軽工業品の輸出を担当することによって、原材料や重化学工業品の輸入を可能にし独占的大企業の再生産の雅礎と
なる。何中小企業は、笠木・賃労働の階級対立の安全弁としてその小ブルジョワ的性格を利用されつつ温存される。
右の見解にはやや問題が残されているが、とにかく独占段階にはいると中小企業を維持するため、その限りで保
護政策がとられる。特に、後発資本主義国においては、右の目以下の理由で保護政策が強くとられざるをえない。
ドイツにおいては、特に右の口と㈲の条件が愈要である。口については、たとえば一同時代人の次の指摘を想起す
れば十分であろう。一わが国の大工業は、その大部分は、国内市場を相手とするものである。……そして、わが国
110
の大通の輸出を織成するものは無数の雑貨類（【］の旨の『少量宍の］）であって、この雑貨に対しては、大エ業はせいぜ
いのところ半製品を供給するに止まり、その雑貨の大部分は農村の家内工業（］臂自呂の爵国且、日の）が供給する
（注ね）
ものである。……家内工業は、ドイツ外国貿易の広汎な基礎となることによって全大工業の基礎ともなった一と。
、
Ｕ
また、四について、分解の危機にさらされた手工業者層は、零細土地所有農民とともにえせポナ．ハルーァィズムの社
（注別）
〈琴的基礎となることによって「ビスマルク帝国」の中間臆政策の対象とされた。その意味では、当時の手工業者厩
は
独
占
貸
本
主
義
の
政
治
的
基
盤
だ
と
単
純
に
い
い
き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
だが、右の四条件のほかに、ドイツにおいては手工業の維持・温存をはかるべき歴史的事情が見い出される。生
産力面で手工業に依存せざるをえなかったこと、これである。周知のように、後進国ドイツでは産業資本段階の期
間
が
短
く
、
早
熟
的
に
独
占
段
階
へ
と
移
行
し
た
。
独
占
段
階
に
は
い
っ
て
も
、
機
械
工
業
等
で
は
、
工
場
制
度
は
形
成
さ
れ
て
い
て
も体系的な機械化が完成しておらず、手作業による工程が広範に残存していたから手工的熟練が依然として必要で
あり、手エ業の徒弟制度の存在意義は十分にあったのである。だが、すでに一八六九年営業法の制定により徒弟制
度は公的な制度から私的な制度へと変化せしめられ、その結果徒弟制度は苦汗制度化し、その荒廃が進展したので
ある。当時の支配的資本の立場からすれば、徒弟制度の荒廃は自己の存立の基礎を危くすることになりかねなかっ
た。イギリスにも立ち遅れ、急速な貸本蓄秋が必至の課題であったドイツにおいては、なおさらのこと技術的関連
をもつ手工業を健全な姿で温存利用することが必要であった。こうして、手エ業の維持立法は、まず徒弟制度の復
活をめざして提起されたのである。農村手工業を中心に展開されたドイツの工業化は、独占段階にはいってもなお
手工業をその埜礎としていたのである。その意味では、産業資本段階の手工業と独占段階における中小企業は西ド
イツでは連続性を有するのであり、手工業という名称をもつ中小企業が定蒲したのである。
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（注副）
肋の原則」（旦凹の勺『ご画
②
手
工
業
概
念
の
推
転
右のような手工業政漿の対象としての手工業についてその概念が検討されることになったわけであるが、その手
工業とは独占段階における中小企業にほかならず、決して伝統的な手工業ではなかった。そして、このような対象
の推転に照応して手工業論が二つに分裂し、それぞれ異なった手工業概念が与えられることになったのである。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
手
工
業
と
は
「
手
工
業
没
緒
論
」
と
「
手
工
業
存
続
論
」
で
あ
る
。
前
者
を
代
表
す
る
の
が
歴
史
学
派
総
済
学
とマルクス経済学であり、一九世紀後半期の手工業の「継続的危機一（Ｃ目の鼻己の①）を背景に、維済発展段階説の立
場から手工業をすぐれて歴史的存在としてとらえ、その没落を予言したのである。
たとえば、その代表者として同時代の経済史理論に大きな形勢を与えたビュッヒャーは、産業経営様式（ぬの弓の３‐
（沈艇）
一一口す①伽屏［１９ｍ；（の曰）の発展段階を次のように規定している。家内仕邪（困図巨如ョの『穴）１Ｖ伍仕鞭（Ｐ・目ョの『丙）
１Ｖ手工業（爵己乏の鳥）ｌ↓問屋制度（「Ｒ一四鴨望吻一○日）または家内工業（思吊一己屋の日・）‐↓工場制度（圃目丙）。
この発展段階説の当否はさておいて、ここでビニッヒャーは、手工業を一義的な歴史的概念としてとらえ、産業経
憐
形
態
の
歴
史
的
発
展
に
お
け
る
経
過
的
な
一
つ
の
段
階
に
す
ぎ
ず
、
資
本
主
義
的
大
規
棋
生
産
の
展
開
と
と
も
に
没
落
す
る
迎
命
に
しかるに、ドイツにおいてば工業化の進展にもかかわらず、｜手工業」という名称をもった中小企業が広範に存
続し、再生産され、新たな発生すらみられたのである。そして、このような事実に基づいて、手工業存続論が提起
ある、と主張したのである。
とにかく、右のような諸条件のもとで一方では手工業の保護政策が一九世紀の末以降とられるようになり、他方
では手工業者の主体的な自助迎動が効を奏したのである。だから、手工業政策の韮調は、「国家的に保護された目
（注副）
肋の原則」（目の勺『旨い一℃・の吋⑫§［一一、ずいの［・己の［⑦ご肝｝すの昌一｛⑦）といわれるのである。
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されるにいたった。もっとも、この存続論には、手工業はいずれは消滅するものではあるが歴史的な事情から今な
お残存しているという「残存論」と、手工業は中小企業として一定の経済合理性ないしは経営的優位性をもって工
業社会において常に存立しうるとする「定請論」とに分けられよう。
「定着論」の代表的論者であるヴーールネットはいう。「かっては農業国から工業国への推転の総過程についての
誤まった判断が提示されていた。そして、そのような見解の成立は、当時特別な熱心さをもって流布されていた経
済発展段階説（ヒルデプラント、シュモラー、ビュッヒャー）によって最もよく支持されていたといえよう。この段
階説の展開とともに、経済現象の歴史的な流れは次のように進展するという見解が普及した。つまり、一定の経済
的な時代が時間的に終了し、続く時代に交替する。古い形態はその一部がせいぜい残存しうるにすぎない、と。そ
れ
故
、
手
工
業
の
時
代
は
歴
史
的
必
然
性
を
も
っ
て
工
業
の
時
代
に
席
を
ゆ
ず
り
、
し
か
も
両
者
は
決
し
て
並
存
し
え
な
い
。
今
や
た
し
か
に
こ
の
歴
史
的
な
交
祷
過
程
は
出
現
し
た
．
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
過
程
は
Ｉ
全
中
都
薑
‐
ロ
ッ
ペ
に
お
い
て
は
ｌ
手
エ
業
（注鋼）
の消滅をもたらさなかった」と。このように、ヴーールネットは、現実の工業化過程は、一義的に手工業からエ業へ
と移行するものではないと指摘しつつ、現代の国民経済はエ業生産の部門においては強い集中現象（の厨烏の【・目，
の冒昌目の。の。；９の冒目頤）によって特徴づけられるが、「しかし集中傾向のみがもっぱら経済を支配するのでは
（注別）
なく、むしろ集中傾向は非集中傾向（Ｑの頃の具旦一の一の耳のロ日の目の目のロ）によって囲まれている」と述ぺている。要
するに、ヴニルネットの見解の核必は、「集中」と「非集中」の並存と両者の合理的な相互関係に基づく「現代国
（注蜀）
民経済の構造的多重性」（＆：寓目目の一一⑯『厨一ｍの、国］佇日・□の日のＲぐ・－斤のゴーＨ扇。冨津）であって、ドイツにおいては
そのような非集中企業が「歴史的な理由」から手工業に呼ばれて哩轆）というのである．こうして、「ドイツにお
けるエ業化の歴史的過程は、同時に手工業の『再生の過程』」（刃目島。Ｒ向日の月日ロ、）にほかならない、と結論
ドイツにおける手工業概念について１１３
こうして、今やビュヅヒャー的見解、すなわち手工業没緒論は、手工業という名称をもつ中小企業の存在という
事実の前に西ドイツ学界において徹底的に批判されている。それどころか、手工業の存続という現象から工業化過
（注飢）
程の「明白な歴史的連続性」が主張され、「一千エ業はすべての健全な社会的発展の友である」といった時間的・空
間的制約を伴なわない永遠の生命力をもつ超歴史的な存在として手工業を美化する手工業讃美論すら登場するので
童た、トゥフトフェルトは、同様の主旨から、二○世紀にはいって、「手工業の没落についてよりも、その定請
（注嬰）
（句の印感四目、）と拡張（厨Ｈご日］⑩一○口）について語られるようになった」ことを指摘し、「現代の工業社会における今日
（注鋤）
の手エ業の存在の権利と生存能力催、もはや疑いない」ことを確信している。ズィンッも「エ業化の進展にもかか
（性別）
わらず手工業は足下に確固たる地盤をふみしめている」と主張しているが、いずれにしても現代手工業に積極的な
存在理山を見い出そうとする手エ業定蒲諭は、現在の西ドイツにおいては、疑うべくもない共通の認識になってい
しかしながら、ここでわれわれはピュヅヒャーと現在の西ドイツ学界の肌における手工業概念の箸しい相述に注
意する必要があろう。名称は等しく手工業でありながらも、その内容はかなり異なっている。手工業が存続し新た
に発生しているといっても、それがどのような意味においての残存・新生であるかが問題であろう。今日の手エ業
は、もはや明らかにビュッヒャーの概念による古典的な手工業ではない。新手工業（口の目の崖－９のの閉自ニョのＨごとし
て旧手工業（＆庁の叩四目○葛の鳥）と区別されるのが通例である。手エ業はエ業化過程に適応し、中小企業の担い手と
なりえた。ヴーールネットのたくみな表現にしたがえば、旧来の手エ業と近代的中小企業との「接木」が可能になっ
される。
上の》わ。
る
と
い
え
よ
う
。
114
たのである。現在の手工業は、現代資本主義経済における中小企業のいわばドイツ的形態にほかならない。そして、
このような手エ業の経済体制への定請に照応して、手エ業没落によって「反体制的」（⑩］⑫怠冒肴〕号侭）ないしは「疎
（注兜）
体制的」（望⑫｛の日〔尚。Ｂロ）と断罪された手工業は「体制適合的」（⑪】②戸の自胸の日豐）とみられ、のみならず、手工業の
経済体制に対する寄与が積極的に強調されるようになったのである。その結果、国家による手工業の組織化がおし
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
九
年
に
は
手
工
業
名
簿
へ
の
登
録
制
度
、
一
九
三
五
年
に
は
ナ
チ
ス
政
椛
下
に
おいて大盗格証明制度（噴呂貝国の｛農億ｇｍｍｇｎ弓乏巴の）、鯛二次大戦後の一九五三年には手エ業秩序法の制定とい
う経過をたどり国家の介入による手工業の組織化が蒲為と進展したのである。前世紀末以来手工業者が要求してい
たのは大涜格証明制度であるが、これは親方にのみ開業賢格と徒弟養成権限を与えるという制度であり、それが手
工業秩序法によって集大成されたのである。しかもそのような親方は国家権力の一部を委ねられた公法人としての
手エ業会議所の騰併下におかれるとともに、同じく公法人である同業組合に組織されている。手工業という名の特
定の中小企業群が、国家の面接的介入のもとに把握・育成されているのであり、そしてそのような国家によって把
握された手工業靴織への帰屈あるいは政策対象の絶囲をめぐって手工業の概念規定が問題にされたのである。
このようにみてくると、ビニッヒャーの概念による本来の手エ業は、具体的、歴史的にはほとんど消滅してしま
、
も
ったことが自明のこととして認められよう。現在では、手工業という名のもとに中小資本が広範に成立している。
同じ用語を用いながらも概念内容が異なる以上、われわれは現在の西ドイツ学界における前述のようなビュッヒャ
ー批判を必ずしも正当なものと考えることはできない。いやビュッヒャーにおいては手工業ばすぐれて歴史的存在
としてとらえられていたのに対し、現在の西ドイツではそれを単なる技術的形態Ⅱ超歴史的存在としてとらえ、い
わば無概念的把握に情している。手工業概念の一義的概念から多義的概念への順化にとどまらず、無概念化の傾向
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が強まっているのである。貸本主義経済の変ぼうのなかで手工業（中小企業）政策が転換しつつあり、それに応じ
て手エ業概念は今ようやく解体しつつある。
（注別）松田智雄「新編「近代』の史的構造論」昭和四三年、四一一一ページ。
（注皿）二の目①【》西自身『の『厨ロ。］冨弄〉の・仁・
（注配）、回呂の【》、．四・○・ｍ・思い熊・
（注鋼）三の『口の［》四目二三の『厨と目ロロ：⑪【１の鴨⑭、三○宮の》の．ｓ・
（性別）三．⑦ｇ８国目二三円府，ロ●且門口目⑫日の、⑥閣冨Ｃ旨の》の．ｇ，
（注朋）ごく⑦目ｇ題目已乏の【厨１日ｇ門口目⑰日①頤⑥⑪ｎ画ｎ頁①》の．匿・
（注師）ご「①日①（・題目＆『⑦鳥②１口目百目印日①侭①⑫。Ｅのけ原ｍ・忠・
（注師）ご「①日⑥戸》題目：「自戸⑪‐ロ且目目、自彊厩、江・耳の》の。『画・
（注“）門口、耳〔の巨》の【【巨再ｐＨ亀目昌巨●眉のロ旨国自身『の【［》⑫．ｓ』・
（注的）目臣ｏ員の一号西口且蛍『臼〆のロ巳冨目Ｓ・
（注卯）⑫冒鮮四・・一『。｝厨目。ｐ『○口』の日の目の口｛台目尋の烏．』①詔》【○一回》の．哩遷・
（注皿）ご「⑰【ロ①塚田目』急の『【⑪‐巨且目目⑩戸のいの⑪、亘。旨の》叩，ｓ・これと関連して、ヴニルネットは、産業革命を生産の技術
（注ね）向ロ鴇－９曰
一五ページ以下。
（注別）松田智雄
（注市）三句目呂冒己乏ｃ【厨己・冒丙》の．ｇ・
（注而）陞の葛の耳盲岱・煙・○・ｍ．⑪．
（注祀）大内力「日本経済論」（下）昭和三八年、五二六ページ。大内教授は「帝国主義段階においては一般的に中小企業
保繊が政莱の課趣となるのであるが、国家独占資本主義体制への移行は、一方その必要性をまず煮ず拡大し、他方その政
簸をいよいよ組織的にすることはいうまでもない」と主狼されているが、現代盗本主義における中小企業政雄についての
談者の見地は、後述のようにこれとは異なる。
（注ね）向口堀の一“》目》ぐ。【三・昇凶日園乏の】肩口尹巨（一律、：自国Ｒ・円目ｎｏ員蜘自三・盲目ぬい〔Ｂ帰菖．（大内兵衛訳、岩波文庫版、
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む
す
び
一
般
に
、
独
占
段
階
の
茂
木
主
義
経
済
に
お
い
て
は
、
保
護
政
雛
が
中
小
企
業
政
簸
の
韮
調
と
な
る
。
だ
が
、
櫛
邸
迦
枇
制
度
が
採
川
さ
れ
、
完
全
雁
川
政
策
、
し
た
が
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
ケ
イ
ン
ズ
政
簾
」
が
と
ら
れ
る
に
い
た
っ
た
現
代
盗
本
主
獲
の
段
階
に
は
い
る
と
、
中
小
企
業
政
策
は
大
き
く
蛎
換
す
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
転
換
の
画
期
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
が
と
ら
れ
た
時
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
政
莱
、
特
に
完
全
雇
用
政
莱
が
定
蒲
し
た
時
期
に
も
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
完
全
雇
用
政
蹴
の
定
端
を
前
提
に
し
て
、
は
じ
め
て労伽力不足が顕在化する。こうして、笂源の再配分を目的として中小企業政策のうえでも近代化政策が強調され
るようになる。低賃金の迂回的利用を可能にするための保謹政簸にかわって、労棚力不足という状況のなかでスク
ラップ。アンド・ビルドをはかるという近代化政莱が前而におし出されてくる。低賃金利川が困雌になれば、生雄
性の低い中小企業の淘汰をはかりこれを賃労働者化せしめ、他方で管理通貨制度を利用しつつインフレ政策によっ
て実質賃金を切り下げ、それによって独占的大企業は資本蓄職をはかることになろう。しかも、この段階では生産
規模が大規模化し、産業述閲が複雑化する。だから、独占的大企業と「合理的な：一社会的分業関係にたっていない
中小企業は排除される傾向がでてくる。｜：経済合理性」をもつ中小企業のみを選択し、その「近代化」をはかるの
である。この「近代化」とは、中小企業の生産力を現代経済の到達したより荷い生産力水準にまで引き上げること
的変革の連続過程（｛。Ｈ己呂の目』の【弓ＨＣ刷呂）としてとらえ、その歴史的画期としての意瀧を否定している。
（注兜）の旨い画・煙・○・ｍ・吟麗・
（注粥）言関口の｛雪国目＆弓①Ｈ厨‐目』旨目⑩日⑩、の、◎三、言の》め・届威
なお、手工業を亀の芹の目々区旬碕ないしは⑩房冨日［日日巳と断定する根拠となったのは、皮肉にも、シニモラー的理念か
ら出発した社会政策学会による雑名な調査ご口一の厨巨、冒口、のロ弓のＨｓの冒鴇烏印西画且三日厨冒口の具、◎三ｍ己目已
○切冨『旦呂》】窓罰１℃・である。それ以後久しく、手工業は経済学的研究から見放されたのであお・
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西ドイツにおいても、事態は全く同様である。たとえば、ラーデンドルフはいう。｜ここ数年間は超先金脈用と
いう状態のなかで、技術化、近代化、合理化（円⑦、一一巳の寓目胸》富・」⑦目ご日目、》両目・目｝一ｍ一円目岨）への強制は、同
時に企莱集中を広範におしすすめる作用をもっている。……生存能力のない中小企業のために特権をみとめるべき
ではないし、またみとめることもできない。しかも、採卯のとれない困窮企業に法的な保護を与え、その存在を保
（注鰯）
（注鰯）
柾
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
。
そ
し
て
「
中
小
企
業
政
莱
は
、
不
生
産
的
な
中
小
企
業
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ク
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
る
。
蓑
た
、
手
工
業
に
つ
い
て
も
、
一
手
工
業
政
箙
の
課
脳
は
、
経
済
的
弱
者
を
人
為
的
に
維
持
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
市
（注”）
場に適応した健全な手段によって成奨能力ある者を発展させ、繁栄させることである」とさえいわれている。ＥＥ
Ｃの形成に伴う市場の広域化とワールド一一ソタープラィズの進出は、独占的大企業による手工業の編成替えを必至
（注兜）
にし、手工業政策のうえでも保護政策が後退しこれにかわって近代政策が前面におし出されつつある。
このような状況のなかで、手工業秩序法は一九六五年に全面的に改正され、大資格証明制度の弾力化がはかられ
ている。手工業の概念規定は注す主困難の度をまし、むしろ最近では中小工業や中小商業などとともに一括され、
「中小企堆」（冨旨の』，目Ｑ【Ｈ－のご一扁日：）というとらえ方が一般化しつつある。ヴェルネットのいうように、「か
って歴史的・社会学的処地から手エ業者問題（四日］□急の［丙のＨ洋緒の）といわれた川越は、いつの間にか多岐にわたる
（注期）
絲済問題になってしまった」のであり、政莱対象の迩搬化のうえで‘も「手工業」としてよりは、絲済的存在として
の「巾小企業」として理解されるようになっている。「中産階級政莱は一般経済政簸の榊成要素として把握されな
（注、）
け
れ
ば
な
ら
な
い
一
と
さ
れ
、
ま
た
、
「
中
産
階
級
政
策
は
、
中
産
階
級
保
護
で
は
な
く
て
中
産
階
級
の
適
応
を
保
証
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
方
向
が
中
小
企
業
政
策
の
原
則
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
、
手
工
業
も
「
中
小
企
業
」
の
一
部
と
し
て
経
済
政
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。 （性別）
118
策の対象という観点から意識されるようになっているのである。
（注拠）このような中小企業政策の転換については、筆者稲「中小企業の政策の課題と方法」（国民金融公庫「調査月報」
一九六八年九月号）を参照されたい。
（瀧鱸）圓凰・且尻．。……己輿目頃ｌ』。（寝ず…且ご『③顕のｌ］葛：・目ｂＬ・
（注髄）の。胃巴寺：”・宮口の〔》宮口、のロロの【尻一のご‐自己富一再の］ずの日○房》邑匿》【・旨一ｍ・鵠・
（注ｗ）のご園・Ｐ脚・○・の．』ｇ・
（泓肥）西ドイツにおいても、いや広くヨーロッ．〈瀦圃で、「近代化」（ｇｏ鳥目、冒円目、）という川譜が、前述したような
わ
が
国
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
同
義
に
使
わ
れ
て
い
る
。
（性的）言の旨の庁．○のョ「の号のの宮島Ｅ『目。。：「①Ｈすの勺◎一言丙旨の貝・冨蹴：の。睦◎宮．⑩．』
（注皿）【○写のＨ・ロ・》ロ①国①日向扇】、目、目、回の円勺日三の日ロ【涛旦のＨロー【己、鼠口景、二目の。§『ず○ヶのａ８Ｃヨ○の『色の日切９の。
。⑪叩の国、のワ戸口鯨邑ｓ》【。旨い口ｅ○句］四。：》⑪。Ｈ急．
